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政
府
は
ジ
ュ
ゴ
ン
が
生
息
す
る
辺
野
古 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
海
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
大
浦
湾
に
軍
港 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
オ
ス
プ
レ
イ
や
戦
闘
機
用
の
滑
走
路
を 

備
え
た
巨
大
な
新
基
地
建
設
の
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
強
行
し
て
い

る
。
▼
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
・
ゲ
ー
ト
前
や
辺
野
古
の
海
で
は

抗
議
行
動
が
毎
日
行
わ
れ
、
抗
議
船
や
カ
ヌ
ー
隊
、
救
命
胴
衣
を

着
け
た
プ
カ
プ
カ
隊
が
活
動
を
し
て
い
る
。
フ
ロ
ー
ト
を
超
え
て

抗
議
行
動
を
す
る
と
海
上
保
安
庁
の
ボ
ー
ト
が
高
速
で
追
い
廻

し
、
力
づ
く
で
拘
束
さ
れ
る
▼
小
型
ス
パ
ッ
ド
台
船
か
ら
大
型
簾

バ
ッ
ド
台
船
に
変
え
深
海
部
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
移
る
よ
う
だ

▼
や
ん
ば
る
の
森
高
江
は
七
月
か
ら
「
Ｎ
１
地
区
」
の
工
事
が
始

ま
っ
た
が
、
座
り
込
み
と
監
視
行
動
で
工
事
が
遅
れ
て
い
る
。
工

事
車
両
は
県
道
か
ら
施
設
内
の
林
道
を
使
用
す
る
。
住
民
の
会
は

林
道
の
入
り
口
の
未
舗
装
の
路
側
帯
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
車
を
止

め
警
戒
を
強
め
て
い
る
。
▼
防
衛
省
は
こ
の
入
り
口
周
辺
の
路
側

帯
を
月
内
に
も
地
位
協
定
に
基
づ
く
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
編
入

し
、
座
り
込
み
や
監
視
行
動
の
強
制
排
除
を
目
論
み
、
第
二
の
ス

ラ
ッ
プ
裁
判
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
▼
高
江
の
住
民
の
闘
い
を
描

い
た
映
画
『
標
的
の
村
』。
金
沢
、
加
賀
の
上
映
会
場
で
講
演
さ
れ

た
伊
佐
真
次
さ
ん
が
東
村
議
会
選
挙
に
立
候
補
さ
れ
る
と
聞
き
有

志
を
募
り
支
援
金
を
送
っ
た
。
伊
佐
さ
ん
は
八
人
中
六
位
で
当
選

さ
れ
た
。
ヘ
リ
パ
ッ
ド
も
辺
野
古
の
新
軍
事
基
地
も
な
い
沖
縄

へ
！
連
帯
し
よ
う
（
平
） 

 

 

二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
け
て 

大
き
な
飛
躍
を 

 

 

―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
に
期
待
す
る
こ
と
― 井

上 

英
夫  

 

      

核
兵
器
廃
絶
は
全
人
類
の
願
い
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
米
・
英
・
仏
・
ロ
・
中
の
五
カ
国
な
ど
が
保
有
す
る
核

兵
器
は
、
未
だ
に
世
界
に
約
一
万
七
、
三
〇
〇
発
も
存
在
し
、

核
兵
器
の
脅
威
か
ら
今
な
お
人
類
は
解
放
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
等
、
戦
争

の
火
種
は
絶
え
ま
せ
ん
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
唯
一
の
被
爆
国
の
日
本
は
じ
め
世
界
の

多
く
の
国
々
が
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
国
際
世
論
の
形
成

や
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な

成
果
の
一
つ
が
国
連
の
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の

取
り
組
み
で
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
核
不
拡
散
条
約
と
は 

核
兵
器
不
拡
散
条
約
は
、
一
九
六
八
年
七
月
一
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
正
式
名
称
を
「
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関

す
る
条
約
」
（T
re

a
ty

 
o
n

 
th

e
 
N

o
n

-P
ro

life
ra

tio
n

 
o
f 

N
u

cle
a
r W

e
a

p
o
n

s

）
と
言
い
、
核
兵
器
の
開
発
、
製
造
、

保
有
を
規
制
し
、
核
兵
器
保
有
国
の
増
加
（
核
兵
器
の
拡
散
）

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
条
約
で
す
。
日
本
は
、
一

九
七
六
年
六
月
に
批
准
し
、
世
界
の
一
九
〇
カ
国
が
締
結
し

て
い
ま
す
。
非
締
結
国
は
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス

ラ
エ
ル
で
す
が
、
北
朝
鮮
は
脱
退
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
こ

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
五
年
ご
と
に
再
検
討
会
議
が
開
か
れ
て
そ
の

運
用
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、
二
〇
一
五
年
四
月

か
ら
五
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
条
約
を
確
実
に
実
行
し
、
核
の
拡
散
を
防
ぐ
こ
と
は
、

核
兵
器
削
減
そ
し
て
核
廃
止
へ
の
大
き
な
第
一
歩
と
な
る

で
し
ょ
う 

お
金
は
人
権
保
障
に
使
え 

私
は
二
〇
一
〇
年
五
月
、
こ
の
再
検
討
会
議
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
か
け
る
た
め
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
た
め
の
国
際
行
動
デ
ー
」
の
平
和
行
動
に
、
石
川
県
代 

表
団
の
団
長
と
し
て
参
加
し
、
あ
わ
せ
て
潘
基
文
国
連
事
務

   

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 

会
報 

非
核
・い
し
か
わ 

 

事務局 

〒920-0848 

金沢市京町 28-8 

石川民医連労 働組合気付 

Tel 076-251-0014 

郵便振替口座 

00760-0-15689 

①
全
人
類
共
通
の
緊
急
課
題
と
し
て
核
戦
争
防
止
、
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
を
求
め
る
。 

②
国
是
と
さ
れ
る
非
核
三
原
則
（
つ
く
ら
ず
、
も
た
ず
、
も
ち
こ
ま
せ
ず
）
を
厳
守
す
る
。 

③
日
本
の
核
戦
場
化
へ
の
す
べ
て
の
措
置
を
阻
止
す
る
。 

④
国
家
補
償
に
よ
る
被
爆
者
援
護
法
を
制
定
す
る
。 

⑤
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
こ
れ
ま
で
の
合
意
に
も
と
づ
い
て
国
際
連
帯
を
強
化
す
る
。

る
。 

非 核 ５ 項 目 

 

金沢大学名誉教授、高齢

者運動基金理事長、非核

の政府を求める石川の

会代表世話人 

 

 

政
府
は
ジ
ュ
ゴ
ン
が
生
息
す
る
辺
野
古 

の
海
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
大
浦
湾
に
軍
港

と
オ
ス
プ
レ
イ
や
戦
闘
機
用
の
滑
走
路
を 

備
え
た
巨
大
な
新
基
地
建
設
の
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
強
行
し
て
い

る
▼
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
・
ゲ
ー
ト
前
や
辺
野
古
の
海
で
は
抗
議

行
動
が
毎
日
行
わ
れ
、
抗
議
船
や
カ
ヌ
ー
隊
、
救
命
胴
衣
を
着
け
た

プ
カ
プ
カ
隊
が
活
動
を
し
て
い
る
。
フ
ロ
ー
ト
を
超
え
て
抗
議
行
動

を
す
る
と
海
上
保
安
庁
の
ボ
ー
ト
が
高
速
で
追
い
廻
し
、
力
づ
く
で

拘
束
さ
れ
る
▼
小
型
ス
パ
ッ
ド
台
船
か
ら
大
型
ス
パ
ッ
ド
台
船
に

変
え
深
海
部
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
移
る
よ
う
だ
▼
や
ん
ば
る
の

森
高
江
は
七
月
か
ら
「
Ｎ
１
地
区
」
の
工
事
が
始
ま
っ
た
が
、
座
り

込
み
と
監
視
行
動
で
工
事
が
遅
れ
て
い
る
。
工
事
車
両
は
県
道
か
ら

施
設
内
の
林
道
を
使
用
す
る
。
住
民
の
会
は
林
道
の
入
り
口
の
未
舗

装
の
路
側
帯
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
車
を
止
め
警
戒
を
強
め
て
い
る
▼

防
衛
省
は
こ
の
入
り
口
周
辺
の
路
側
帯
を
月
内
に
も
地
位
協
定
に

基
づ
く
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
編
入
し
、
座
り
込
み
や
監
視
行
動
の

強
制
排
除
を
目
論
み
、
第
二
の
ス
ラ
ッ
プ
裁
判
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
▼
高
江
の
住
民
の
闘
い
を
描
い
た
映
画
『
標
的
の
村
』
。
金
沢
、

加
賀
の
上
映
会
場
で
講
演
さ
れ
た
伊
佐
真
次
さ
ん
が
東
村
議
会
選

挙
に
立
候
補
さ
れ
る
と
聞
き
有
志
を
募
り
支
援
金
を
送
っ
た
。
伊
佐

さ
ん
は
八
人
中
六
位
で
当
選
さ
れ
た
。
ヘ
リ
パ
ッ
ド
も
辺
野
古
の
新

軍
事
基
地
も
な
い
沖
縄
へ
！
連
帯
し
よ
う
。（
平
） 

  

 



2014 年 9 月 20 日発行         非核・いしかわ（http://hikakuishikawa.com/）            第 194 号 

 
                        －2－ 

総
長
に
高
齢
者
の
人
権
保
障
の
た
め
の
権
利
条
約
策
定
の

要
請
を
し
て
き
ま
し
た
。 

石
川
県
の
代
表
団
は
一
〇
名
で
し
た
が
、
核
廃
絶
デ
モ
へ

の
和
服
で
の
参
加
者
が
世
界
中
の
人
々
か
ら
注
目
さ
れ
、
記

念
撮
影
の
花
形
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
（
写
真
①
）。 

 
 
 
 
 
 

 

核
兵
器
に
ノ
ー
、
戦
争
に
ノ
ー
、
そ
し
て
そ
の
金
を
、
人
々

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
使
え
、
と
い
う
の
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
行
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
た
（
写
真
②
）
。
す
な
わ
ち
、

B
a
sic  

H
u

m
a
n
 

N
e
e
d

s
 

を
満
た
す
の
が
基
本
的
人

権B
a
sic  

H
u

m
a
n
 

R
ig

h
ts

に
他
な
ら
ず
、
そ
の
保
障

の
た
め
に
こ
そ
国
家
財
政
が
発
動
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

核
廃
絶
そ
し
て
非
暴
力
主
義 

な
お
、
こ
の
平
和
行
動
に
出
席
し
た
潘
基
文
国
連
事
務
総

長
は
そ
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
目
標
を
核
削
減
、
縮
小

に
と
ど
ま
ら
ず
核
廃
絶
で
あ
る
と
明
言
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
行
動
中
一
貫
し
て
考
え
た
の
は
、
非
暴
力

主
義
の
可
能
性
で
し
た
。
核
抑
止
力
論
、
そ
し
て
防
衛
、
正 

            

義
の
戦
争
論
な
ど
に
打
ち
勝
ち
、
核
を
無
く
し
、
戦
争
を
廃 

絶
す
る
た
め
に
は
、
絶
対
非
暴
力
主
義
し
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
マ
ン
デ
ラ
さ
ん
が
、
南
ア
フ
リ
カ

で
実
現
し
た
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
廃
止
、
白
人
へ
の
報
復
な
し

の
国
づ
く
り
。
そ
れ
が
何
故
実
現
で
き
た
か
。
今
も
考
え
続

け
て
い
ま
す
。 

以
上
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
平
和
的
生
存
権
を
保
障
し
た

日
本
国
憲
法
そ
し
て
日
本
の
平
和
運
動
の
正
し
さ
と
そ
の

価
値
を
痛
感
し
ま
し
た
。
各
国
の
参
加
者
か
ら
、
日
本
の
核

廃
絶
、
平
和
運
動
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

平
和
的
生
存
権
と
積
極
的
平
和 

そ
の
中
で
、
人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
と
平
和
に
生
き
る

権
利
す
な
わ
ち
平
和
的
生
存
権
の
意
味
、
す
な
わ
ち
憲
法
前

文
、
九
条
そ
し
て
二
五
条
に
つ
い
て
よ
り
深
く
問
う
作
業
が

必
要
だ
と
痛
感
し
た
次
第
で
す
。 

今
ま
で
、
人
類
は
、
戦
争
や
テ
ロ
が
欠
乏
す
な
わ
ち
飢
餓

や
貧
困
を
生
み
だ
し
、
他
方
、
飢
餓
・
貧
困
こ
そ
戦
争
の
原

因
と
な
る
と
い
う
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。
平
和
的
生 

            
存
権
は
、
こ
う
し
た
歴
史
に
終
止
符
を
打
と
う
と
い
う
人
類

初
の
挑
戦
で
あ
り
、
憲
法
は
ま
さ
に
世
界
の
先
頭
を
走
っ
て 

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
前
文
、
九
条
と
二
五
条
、
さ
ら
に

人
権
の
理
念
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
を
保
障
す
る
一
三
条

は
一
体
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に
、
平
和
が

あ
っ
て
こ
そ
の
人
権
保
障
で
す
。 

ま
た
、
逆
に
、
欠
乏
＝
貧
困
と
生
命
・
生
存
を
奪
わ
れ
る

恐
怖
か
ら
自
由
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
に
人
権
が
保
障
さ

れ
て
こ
そ
平
和
な
状
態
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
平
和
と
は

単
に
戦
争
、
暴
力
が
な
い
（
消
極
的
平
和
）
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
て
、
人
権
が
十
分
に
保
障
さ
れ
た
状
態
と
い
う
べ
き

で
す
（
積
極
的
平
和
）
。
ま
た
、
日
常
的
な
人
権
保
障
確
立

の
た
め
の
「
不
断
の
努
力
」（
憲
法
一
二
条
）
こ
そ
戦
争
を

抑
止
し
、
平
和
に
連
な
る
途
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
意

味
で
、
積
極
的
平
和
（
主
義
）
は
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
、
そ
し
て
戦
争
す
る
国
へ
の
憲
法
改

正
を
進
め
る
安
倍
政
権
の
主
張
は
全
く
間
違
っ
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
権
利
条
約
制
定
か
ら
平
和
へ 

二
〇
一
〇
年
五
月
三
日
、
日
本
高
齢
者
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
団
の

一
行
は
、
前
日
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議

へ
向
け
た
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
の
国
際
行
動
デ
ー
」

の
平
和
・
核
廃
絶
デ
モ
の
余
韻
の
残
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
に
高
齢
者
の
権
利
条
約
策
定
の
要
請
に
行
き
ま
し

た
。 

 

そ
し
て
、
今
年
の
八
月
に
条
約
制
定
の
た
め
の
第
五
回
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
出
席
し
ま
し
た
（
写
真
③
）。
ま
た
、

来
年
五
月
に
も
人
権
条
約
制
定
の
要
請
に
行
く
予
定
で
す
。 

 

高
齢
者
権
利
条
約
制
定
が
、
核
廃
絶
そ
し
て
世
界
平
和
に

連
な
る
と
い
う
確
信
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 
 

 

① 2010年のニューヨーク行動 

 

 

② ニューヨーク行動のスローガン 

 

 

③ 高齢者権利条約制定のＷＧに出席 
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二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
む
け
て
次
の
四
点

を
呼
び
か
け
ま
す
。 

① 
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
平
和
行
動
、
再
検
討
会
議
に
向
け

て
、
世
論
を
大
き
く
盛
り
上
げ
核
廃
絶
へ
の
道
を
確

た
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。 

② 

安
倍
政
権
の
憲
法
改
悪
、
軍
事
国
家
路
線
を
阻
止
し
、

平
和
主
義
を
堅
持
し
憲
法
を
よ
り
豊
か
に
発
展
さ
せ

ま
し
ょ
う
。 

③ 

高
齢
者
権
利
条
約
制
定
は
じ
め
人
権
保
障
を
確
立
し
、

平
和
な
福
祉
国
家
を
築
き
ま
し
ょ
う
。 

④ 

原
発
に
固
執
す
る
安
倍
政
権
の
真
の
狙
い
は
、
核
保

有
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
核
兵
器
と
原
発
を
一
体
の

も
の
と
し
て
廃
絶
し
ま
し
ょ
う
。 

 原
発
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
要
旨 

三
年
半
を
経
過
し
た
福
島
県
民
の
現
実
と 

打
開
の
展
望 

清
水
修
二
・
福
島
大
学
名
誉
教
授 

 

    

福
島
第
一
原
発
事
故
は
今
も
レ
ベ
ル
３
で
継
続
し
て
お

り
、
県
内
外
の
避
難
者
は
一
三
万
一
千
人
あ
り
、
震
災
関
連

死
も
一
、
六
〇
〇
人
を
超
え
て
い
る
。
避
難
者
の
早
期
解
消

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。 

 

事
故
か
ら
三
年
半
経
っ
て
も
被
曝
に
よ
る
健
康
被
害
が

大
き
な
関
心
事
で
あ
り
、
県
民
の
不
安
は
納
ま
っ
て
い
な
い
。

残
念
な
こ
と
に
原
発
を
批
判
す
る
勢
力
の
な
か
に
こ
の
よ

う
な
県
民
の
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
言
説
が
あ
り
、
県
民
の

間
に
ミ
ゾ
を
深
め
て
い
る
。 

 

福
島
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
の
違
い 

 

福
島
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
の
違
い
は
、
事
故
と
災
害
の

深
刻
さ
の
度
合
い
が
異
次
元
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
違
う
と

い
う
こ
と
。
福
島
の
原
発
事
故
で
は
空
気
中
に
放
出
さ
れ
た

放
射
能
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
比
べ
る
と
極
め
て
少
な
く

限
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
三
万
人
の
子
ど
も
が
一
、
〇
〇
〇
ｍ
㏜

を
超
え
る
甲
状
腺
被
曝
を
し
た
と
い
う
深
刻
な
事
態
だ
っ

た
が
、
福
島
の
場
合
は
甲
状
腺
被
曝
の
推
定
値
は
三
〇
ｍ
㏜

で
あ
り
、
被
曝
線
量
が
二
ケ
タ
違
っ
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
で
は
六
、
〇
〇
〇
人
の
子
ど
も
が
甲
状
腺
癌
と
な

り
一
五
人
の
子
ど
も
が
亡
く
な
っ
た
が
、
事
故
に
よ
る
被
曝

線
量
か
ら
み
て
福
島
で
同
じ
こ
と
が
起
き
る
こ
と
は
な
い

と
言
え
る
。 

 
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
甲
状
腺
癌
の
患
者
数
は
、
〇
才
～
四
歳

が
六
六
・
二
％
、
五
歳
～
九
歳
が
三
一
・
四
％
だ
っ
た
が
、

福
島
で
の
全
数
調
査
に
よ
る
甲
状
腺
癌
の
患
者
は
五
歳
以

下
は
ゼ
ロ
、
大
半
が
一
〇
代
で
あ
る
。
原
発
事
故
由
来
か
否

か
、
こ
の
年
齢
差
は
重
要
で
あ
る
。 

 

外
部
被
曝
に
つ
い
て
は
、
生
活
協
同
組
合
の
日
常
外
部
被

曝
線
量
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
福
島
県
の
最
大
被
曝
線
量

と
最
も
低
い
北
海
道
と
青
森
県
の
中
央
値
の
差
は
年
間
換

算
で
〇
・
六
ｍ
㏜
で
あ
り
、
こ
れ
が
事
故
由
来
の
追
加
被
曝

線
量
の
最
大
値
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
数
字
に
よ
り
、
福
島

に
住
み
続
け
る
こ
と
が
危
険
で
あ
る
と
私
は
思
わ
な
い
。 

 

内
部
被
曝
に
つ
い
て
も
、
生
活
協
同
組
合
の
陰
膳
調
査
結

果
か
ら
天
然
の
カ
リ
ウ
ム4

0

の
内
部
被
曝
（
成
人
で
お
よ

そ
四
〇
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
）
に
比
べ
れ
ば
、
セ
シ
ウ
ム
に
よ
る

内
部
被
曝
は
無
視
し
て
い
い
レ
ベ
ル
の
量
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

一
方
、
県
民
健
康
管
理
調
査
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
度
調
査
」

で
は
、
被
曝
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
健
康
被
害
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
「
非
常
に
高
い
」
が
三
五
％
あ
り
、「
少
し
高
い
」

を
含
め
る
と
六
割
の
人
が
遺
伝
的
な
影
響
が
あ
る
と
回
答

し
て
い
る
。
ま
た
「
妊
産
婦
の
調
査
」
で
も
七
人
に
一
人
が

放
射
能
の
影
響
を
恐
れ
て
妊
娠
を
望
ま
な
い
と
回
答
し
て

い
る
。
極
め
て
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。 

 

原
発
立
地
・
双
葉
郡
の
現
実 

① 

原
発
立
地
の
双
葉
郡
で
は
、
原
発
事
故
が
い
ま
だ
に
収

束
し
て
い
な
い
こ
と
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
。 

② 

県
内
自
治
体
か
ら
福
島
第
二
原
発
を
廃
炉
に
せ
よ
、
の

声
が
あ
る
が
、
双
葉
郡
で
は
数
十
年
か
か
る
原
発
廃
炉

の
大
規
模
工
事
に
経
済
的
な
依
存
が
続
く
こ
と
に
な

る
。
脱
原
発
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。 

③ 

福
島
第
一
原
発
を
廃
炉
に
し
て
も
高
濃
度
放
射
線
汚

染
水
の
土
壌
は
残
り
、
原
子
炉
か
ら
取
り
出
し
た
燃
料

棒
の
持
っ
て
行
き
場
も
な
い
。
中
間
貯
蔵
施
設
は
三
〇

年
後
に
他
に
移
動
す
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
疑
問
で

あ
る
。
半
永
久
的
に
高
濃
度
放
射
性
廃
棄
物
の
保
管
場

所
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

④ 

住
民
が
こ
の
地
域
に
戻
っ
て
も
飛
躍
的
に
高
齢
化
が

進
行
し
、
地
域
の
復
興
は
容
易
で
は
な
い
。 

福
島
か
ら
訴
え
た
い
こ
と 

① 

偏
見
の
な
い
目
で
福
島
の
現
実
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

② 

健
康
被
害
の
有
り
無
し
の
議
論
と
原
発
の
是
非
の
議

論
は
切
り
離
し
、
一
緒
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

③ 

子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
関
し
て
は
癌
よ
り
も
差
別
の

方
が
深
刻
で
あ
る
。 

 

日
本
科
学
者
会
議
が
八
月
三
〇
日
、
三
一
日
金
沢
市
駅

西
健
康
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
「
第
三
五
回
原
子
力
発
電
問

題
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
の
清
水
修
二
氏
の
講
演
要
旨

を
紹
介
し
ま
す
。 
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④ 

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
へ
の
対
応
は
、
理
論
面
や
モ

ラ
ル
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
生
活

の
問
題
で
あ
る
。 

⑤ 

中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
は
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
国

民
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
文
責 

非
核
い
し
か
わ
編
集
部
） 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

志
賀
原
発
周
辺
の
活
断
層
見
学
会
に 

全
国
各
地
か
ら
五
〇
人
参
加 

 

日
本
科
学
者
会
議
「
第
三
五
回
原
子
力
発
電
問
題
全
国
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
主
催
：
原
子
力
問
題
研
究
委
員
会
、
石
川

支
部
）
が
八
月
三
〇
、
三
一
日
の
両
日
、「
「
福
島
原
発
事
故

か
ら
三
年
半
―
事
故
の
現
状
と
再
稼
働
の
動
き
、
活
断
層
問

題
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
、
一
日
目
は
約

一
五
〇
人
、
二
日
目
も
約
一
二
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
午
後
に
は
志
賀
原
発
周
辺
の
活
断
層
見
学
会 

             

が
行
わ
れ
て
約
五
〇
人
の
皆
さ
ん
が
全
国
各
地
か
ら
参
加

し
ま
し
た
。
見
学
会
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

見
学
の
バ
ス
は
正
午
過
ぎ
に
志
賀
原
発
か
ら
五
三
・
〇
㌔

㍍
の
金
沢
駅
西
保
健
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、「
里
山
海
道
の 

白
尾
Ｉ
Ｃ
を
通
過
。
原
発
か
ら
三
八
・
三
㌔
㍍
で
す
」、「
千

里
浜
Ｉ
Ｃ
、
一
九
・
七
㌔
㍍
で
す
」
な
ど
と
、
原
発
か
ら
の

距
離
を
知
ら
せ
な
が
ら
北
上
し
て
い
き
ま
す
。 

 

午
後
一
時
、
千
里
浜
に
到
着
。
バ
ス
が
浜
辺
の
砂
の
上
を

走
っ
て
い
る
こ
と
に
、
県
外
の
皆
さ
ん
は
驚
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
砂
を
二
〇
㌢
㍍
ほ
ど
掘
り
下
げ
て
、
葉
理
を
見
て

も
ら
い
ま
し
た
（
写
真
上
）。
葉
理
は
波
打
ち
際
で
波
が
寄

せ
た
り
引
い
た
り
し
た
時
に
、
磁
鉄
鉱
、
角
閃
石
、
輝
石
な

ど
の
密
度
の
高
い
重
鉱
物
が
堆
積
し
て
で
き
る
縞
状
の
も

の
で
す
。
海
面
か
ら
離
れ
た
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
の
砂
の
崖

で
葉
理
が
見
い
だ
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
砂
が
昔
に
波
打
ち
際
で

堆
積
し
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。
初
め
て
見
た
方
も
多
く
、
鎌

や
移
植
ゴ
テ
で
掘
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
ま
し 

             
た
。 

 

次
は
志
賀
原
発
敷
地
の
す
ぐ
横
に
広
が
る
岩
石
海
岸
に 

移
動
。
立
石
雅
昭
さ
ん
（
新
潟
大
名
誉
教
授
）
が
、
海
岸
に

広
が
る
ベ
ン
チ
（
主
に
潮
間
帯
―
満
潮
線
と
干
潮
線
の
間
の 

地
帯
で
、
一
日
の
う
ち
に
陸
上
に
な
っ
た
り
海
中
に
な
っ
た

り
す
る
部
分
―
に
あ
る
平
坦
な
台
地
）
と
、
海
岸
に
多
く
分 

布
す
る
断
層
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

三
つ
目
の
見
学
地
点
は
巌
門
で
、
道
沿
い
に
五
㍍
以
上
の

厚
さ
に
た
ま
っ
た
砂
で
で
き
た
崖
（
露
頭
）
を
観
察
し
て
も

ら
い
ま
し
た
（
写
真
中
）。
巌
門
の
崖
の
砂
に
は
、
か
つ
て

波
打
ち
際
の
周
辺
で
堆
積
し
た
証
拠
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

海
成
段
丘
の
堆
積
物
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
海
成
中
位
段
丘

は
志
賀
原
発
の
周
辺
か
ら
北
に
向
か
っ
て
高
く
な
り
、
富
来

川
の
右
岸
（
北
岸
）
で
急
に
低
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

富
来
川
南
岸
断
層
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
証
拠
で

す
。 

 

巌
門
で
は
、
遊
覧
船
の
船
着
き
場
の
周
辺
の
岩
石
海
岸
に

広
く
分
布
す
る
ベ
ン
チ
と
海
食
ノ
ッ
チ
を
観
察
し
な
が
ら
、

立
石
さ
ん
が
解
説
し
ま
し
た
（
写
真
下
）。
海
食
ノ
ッ
チ
は
、

波
食
作
用
や
海
水
の
溶
解
作
用
に
よ
っ
て
、
岩
石
海
岸
の
崖

に
で
き
る
窪
み
で
す
。
志
賀
原
発
周
辺
の
岩
石
海
岸
に
分
布

す
る
海
食
ノ
ッ
チ
は
、
志
賀
原
発
の
南
の
小
浦
か
ら
富
来
川

左
岸
の
領
家
港
に
向
か
っ
て
高
く
な
り
、
富
来
川
の
右
岸
で

一
転
し
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
富
来
川
南
岸

断
層
の
活
動
に
よ
る
隆
起
運
動
が
、
約
六
千
年
前
の
縄
文
海

進
期
以
降
も
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
原
発
の
す
ぐ
近
く
の
海
岸
に
、
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
断
層
が
あ
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

（
児
玉
一
八 

記
） 
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Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界
大
会
・
報
告 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
が 

開
始
さ
れ
る
日
が
近
づ
い
て
い
る 

 

原 

和
人 

二
〇
一
四
年
八
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
ま
で
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
首
都
ア
ス
タ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
第
二
一
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）
大
会
に
参
加
し
て
き

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
核
実
験
の
停
止
か
ら
核
の
な
い

世
界
に
」
で
あ
っ
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス

ク
（
現
在
セ
メ
イ
）
に
は
、
旧
ソ
連
時
代
に
は
最
大
の
核
実

験
場
が
あ
り
、
一
九
四
九
年
か
ら
四
〇
年
間
に
四
五
〇
回
以

上
も
の
核
実
験
が
行
わ
れ
た
所
で
あ
る
。
現
在
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
は
中
央
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
に
加
わ
っ
て
い
る
。 

 

今
回
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
大
会
に
参
加
し
て
、
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
日
が
近
づ
い
て
い
る
」
と
い

う
の
が
実
感
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
核
兵
器
交
渉
は
、
Ｎ 

 

Ｐ
Ｔ
条
約
下
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
は
、

条
約
国
の
す
べ
て
の
合
意
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
核
保

有
国
の
抵
抗
に
よ
り
、
核
の
な
い
社
会
に
向
け
て
の
合
意
形

成
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
非
核
兵
器
国
か
ら
、
「
核
兵

器
の
人
道
的
な
結
末
」
の
論
議
が
始
ま
っ
た
。
以
前
よ
り
国

際
人
道
法
に
よ
っ
て
、
細
菌
・
化
学
兵
器
の
よ
う
な
無
差
別

に
市
民
を
殺
傷
す
る
非
人
道
的
な
兵
器
の
使
用
は
禁
じ
ら

れ
て
い
る
。
核
兵
器
の
使
用
は
、
広
島
・
長
崎
の
実
相
を
み

る
ま
で
も
な
く
、
現
代
社
会
に
お
い
て
の
核
戦
争
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、「
核
戦
争
は
計
り
知
れ
な
い
人

的
、
物
的
な
損
傷
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
国
、

組
織
に
お
い
て
も
、
そ
の
人
道
的
支
援
を
行
う
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
」
と
い
う
状
況
と
な
る
。
従
っ
て
、
核
兵
器
こ
そ

が
非
人
道
的
兵
器
の
最
た
る
も
の
で
あ
り
、
核
兵
器
を
禁
止

す
る
条
約
の
交
渉
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

結
論
に
達
し
て
い
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
核
兵
器
国
は
、「
核
兵
器
の
人
道
的
結

末
」
の
論
議
が
、
核
兵
器
国
間
で
行
っ
て
い
る
核
兵
器
削
減

交
渉
の
邪
魔
を
す
る
と
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
七

〇
年
に
発
足
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
の
中
で
、
一
度
た
り
と
も
、

核
兵
器
国
は
核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

と
っ
た
こ
と
は
な
い
。 

 

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
、
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
）
運
動
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
回
も
、

共
同
会
長
の
テ
ィ
ル
マ
ン
・
ラ
フ
医
師
は
、「
今
年
一
二
月

に
開
催
さ
れ
る
ウ
ィ
ー
ン
で
の
核
兵
器
の
人
道
的
結
末
の

会
議
で
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
と
い
う
法
的
枠
組
み
の
中
で
、

核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
方
向
に
す
す
む
で
あ
ろ
う
」
と
述

べ
た
。
そ
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
会
議
へ
の
参
加
と
、
そ
れ
ぞ 

 

れ
の
国
や
自
治
体
、
組
織
に
お
い
て
、「
核
兵
器
の
人
道
的

結
末
」
に
つ
い
て
の
論
議
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
運
動
を
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
運
動
に
結
び
付
け
る
よ
う
に
訴
え
た
。 

 

非
核
兵
器
国
を
中
心
に
、
い
よ
い
よ
核
兵
器
禁
止
条
約
の

交
渉
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
核
兵
器
国

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
核
抑
止
論
に
し
が
み
つ
き
、
こ
の
交

渉
に
参
加
す
る
気
配
は
な
い
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
、
核
兵

器
禁
止
条
約
が
つ
く
ら
れ
れ
ば
、
国
際
人
道
法
と
い
う
規
範

の
も
と
で
、
核
兵
器
国
も
こ
れ
ら
の
条
約
を
無
視
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
下
で
の
交
渉
と
「
核

兵
器
の
人
道
的
結
末
」
の
論
議
が
、
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て
、

核
の
な
い
世
界
と
い
う
終
着
駅
に
向
け
て
、
歴
史
の
歯
車
が

加
速
す
る
で
あ
ろ
う
。 

（
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
代
表
世
話
人
） 

     

草
の
根
か
ら
世
界
を
動
か
す
署
名
活
動
を 中

内 

晃
子 

私
は
来
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動

に
参
加
を
決
め
ま
し
た
。「
そ
れ
ま
で
に
署
名
を
集
め
よ
う
」

と
思
っ
た
も
の
の
、
普
段
は
薬
剤
師
と
し
て
働
い
て
い
る
の

で
、
六
・
九
行
動
へ
の
参
加
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
な
ら
ば
、
毎
日
一
人
ず
つ
署
名
を
取
ろ
う
と
、
四
月
の
誕

生
日
を
き
っ
か
け
に
決
意
し
ま
し
た
。
来
年
四
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ

ま
で
一
年
間
続
け
た
ら
、
四
〇
〇
人
近
く
に
な
り
ま
す
。
近

所
の
方
、
パ
ン
屋
さ
ん
、
お
肉
屋
さ
ん
、
ま
た
子
ど
も
の
学 

非
核
・
平
和
の
ひ
ろ
ば 

ロシア語版「はだしのゲン」を大会会長の

Abay Baigenzhin氏（ＩＰＰＮＷカザフスタ

ン支部）に寄贈する筆者（左） 
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童
の
お
迎
え
や
、
仕
事
帰
り
に
自
転
車
に
乗
っ
て
、
知
っ
て

い
る
人
を
見
つ
け
て
は
「
来
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
て
、

国
連
に
核
廃
絶
の
署
名
を
届
け
ま
す
」
と
話
し
、
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
快
く
署
名
し
て
く
れ
、
今
日

ま
で
に
三
五
〇
人
分
に
な
り
ま
し
た
！ 

な
ん
と
な
く
声
を
か
け
づ
ら
か
っ
た
方
で
も
、
署
名
を
通

し
て
、「
こ
れ
は
大
切
だ
ね
」「
日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
心
配
だ
ね
」
と
つ
な
が
れ
て
、
自
分
の
中
の
ハ

ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
病
院
で
隣
に
座
っ
た
お

じ
さ
ん
に
声
を
か
け
た
時
は
「
わ
っ
し
ゃ
ー
自
民
党
だ
か
ら

署
名
は
し
な
い
」
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
核
廃
絶
の
話
を
し

た
ら
「
核
は
ダ
メ
や
ろ
う
」
と
、
思
い
が
一
致
し
ま
し
た
。 

署
名
を
通
し
て
の
出
会
い
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
明
日
も
と

取
り
組
む
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
友
達
や
知
り
合
い
の
思
い

が
詰
ま
っ
た
署
名
用
紙
は
、
私
の
宝
物
で
す
。 

「
核
廃
絶
」
は
私
た
ち
の
絶
対
に
叶
え
た
い
夢
で
あ
り
、

目
標
で
す
！ 

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
な
ど
で
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
が
と
て
も
心
配
な
今
、
次
の
世
代
へ
の
大
き
な

責
任
で
す
。
と
も
に
暮
ら
す
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
日
々
の 

 

 

生
活
の
中
に
あ
る
平
和
へ
の
思
い
を
、
国
連
に
届
け
、
草
の

根
か
ら
世
界
を
動
か
す
大
き
な
力
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 世

界
大
会
に
参
加
し
て
、
平
和
へ
の
思
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
え
た
こ
と
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
金
沢
に

帰
っ
て
か
ら
も
、
ま
わ
り
に
人
た
ち
と
力
を
あ
わ
せ
、
つ
な

が
り
を
も
っ
と
も
っ
と
広
げ
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
に
訴

え
て
、
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
一
緒
に
日
本
と
世
界
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 

（
新
日
本
婦
人
の
会
石
川
県
金
沢
支
部
） 

◎
本
稿
は
、
八
月
六
日
、
七
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
た
原
水
爆

禁
止
二
〇
一
四
年
世
界
大
会
・
広
島
の
閉
会
総
会
で
「
日
本

の
草
の
根
か
ら
の
決
意
」
と
し
て
報
告
し
た
中
内
晃
子
さ
ん

の
発
言
原
稿
で
す
。 

 

非
核
石
川
の
会 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

 

教
育
に
臨
時
は
な
い
！ 

庭
田
智
恵
子 

 

二
一
年
前
、
関
西
か
ら
金
沢
の
地
へ
引
っ
越
し
て
き
た
Ｉ

さ
ん
か
ら
「
石
川
の
臨
時
教
員
の
待
遇
が
悪
い
」
と
聞
か
さ

れ
、
そ
の
会
に
出
席
し
て
い
た
数
人
の
教
員
仲
間
で
話
し
合

い
「
石
川
県
臨
時
教
職
員
問
題
を
考
え
る
会
」
準
備
会
を
立

ち
あ
げ
ま
し
た
。 

私
が
「
よ
し
、
や
る
っ
し
か
な
い
」
と
思
っ
た
の
は
、
新

採
の
大
杉
小
中
併
設
校
（
地
元
の
教
職
員
七
人
＋
私
た
ち
新

採
教
員
六
人
＋
二
年
目
の
教
員
＝
一
四
人)

で
の
こ
と
。
臨

時
教
員
の
Ｋ
先
生
が
一
年
の
任
期
で
首
き
ら
れ
、
泣
く
泣
く

富
山
の
故
郷
へ
帰
ら
れ
た
の
を
見
て
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で

(

家
か
ら
通
え
な
か
っ
た
た
め)

寝
食
を
共
に
し
た
仲
間
で

何
に
も
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
が
ず
―
っ
と
く
す
ぶ
っ
て

い
て
、
そ
れ
に
火
が
つ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
が
大
変
。
で
も
や
れ
ば
や
っ
た
だ
け
の
甲
斐
が

あ
り
、
少
し
ず
つ
採
用
試
験
や
待
遇
で
改
善
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
手
探
り
状
態
の
一
年
目
は
県
下
の
臨
時
教
員
全
員(

約

八
〇
〇
人)

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
郵
送
代

も
馬
鹿
に
な
ら
な
い
大
き
な
金
額
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
採

用
試
験
会
場
校
の
門
前
で
約
一
〇
〇
〇
人
に
手
渡
す
知
恵

が
つ
き
、
今
で
は
私
た
ち
「
考
え
る
会
」
の
恒
例
行
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
頃
は
採
用
試
験
を
受
け
ら
れ
る
年
齢
が
二
九
歳
ま

で(

今
は
四
九
歳)

で
、
昇
級
は
二
四
ヶ
月
に
一
回
で
、
し
か

も
三
回
昇
級
で
打
ち
切
り(

今
は
一
二
ヶ
月
に
一
回
昇
級
で

回
数
は
制
限
な
し)

。
そ
れ
で
も
、
大
学
卒
業
か
ら
六
〇
歳

ま
で
ず
っ
と
講
師
の
場
合
、
正
規
教
員
と
生
涯
賃
金
が
四
〇

〇
〇
万
～
五
〇
〇
〇
万
円
違
う
そ
う
で
す
。
ま
た
、
採
用
試

験
日
が
通
知
表
渡
し
前
の
七
月
一
五
日
前
後
で
試
験
勉
強

ど
こ
ろ
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た(

今
は
夏
休
み
に
入
っ
た
初

日)

。 

『
私
た
ち
臨
時
教
員
は
使
い
捨
て
雑
巾
じ
ゃ
な
い
』
の
声

を
届
け
た
い
一
心
で
毎
年
、
夏
に
ア
ン
ケ
ー
ト
→
秋
に
署
名

活
動
→
冬
と
春
の
二
回
・
県
教
委
交
渉
を
や
っ
て
い
ま
す
。

来
年
五
月
三
〇
日
、
三
一
日
に
県
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
で

「
中
部
・
近
畿
臨
時
教
職
員
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。 

こ
れ
以
上
、
教
育
の
場
で
も
ど
こ
の
分
野
で
も
臨
時
を
増

や
さ
ず
、
「
正
規
就
業
が
あ
た
り
前
」
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

  

原水爆禁止 2014 年世界大会・広島の

閉会総会で発言する中内晃子さん 
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井
戸
謙
一
弁
護
士
語
る 

―
裁
判
所
は
変
わ
る
の
か
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

二
〇
〇
六
年
金
沢
地
裁
で
、
稼
働
し
て
い
る
原
発
に
『
人

格
権
が
侵
害
さ
れ
る
』
と
志
賀
原
発
二
号
機
の
運
転
差
し
止

め
判
決
を
下
し
た
当
時
の
裁
判
長
井
戸
さ
ん
は
満
面
の
笑

み
で
講
演
さ
れ
た
。 

 
｢

従
来
の
裁
判
は
被
告
が
安
全
基
準
の
合
理
性
、
適
合
性

を
立
証
す
れ
ば
一
応
安
全
と
認
め
て
き
た
。
こ
れ
に
異
を
唱

え
た
の
が
、
志
賀
原
発
の
判
決
で
安
全
性
が
許
可
さ
れ
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
安
全
設
計
の
妥
当
性
に
欠
け
る
点
が
な

い
と
判
断
す
べ
き
で
な
い｣

と
自
ら
井
戸
判
決
に
つ
い
て
語

り
、｢

福
井
地
裁
の
樋
口
裁
判
長
の
大
飯
原
発
差
し
止
め
判

決
は
、
司
法
の
矜
持
を
示
し
た
判
決
で
あ
り
、
全
国
の
ど
の

原
発
に
も
共
通
す
る
。
前
例
を
踏
襲
せ
ず
、
全
く
新
し
い
判

断
の
枠
組
み
を
立
て
た
賞
賛
す
べ
き
も
の
で
あ
る｣

と
語
っ

た
。 

 

思
い
切
っ
た
判
決
に
は
そ
れ
な
り
の
決
意
が
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
裁
判
官
制
度
、
人
事
権
が
最
高
裁
に
あ
る
も
と
で
、
裁

判
官
を
動
か
す
の
は
何
か
？
救
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
実
の
認
識
。
行
政
が
対
峙
し
な
い
な
ら
司
法
の
出
番
と
い

う
意
識
と
多
数
の
国
民
の
支
持
で
あ
る
。｢

良
心
に
従
い
、

憲
法
と
法
律
に
の
み
に
拘
束
さ
れ
る｣

そ
の
魅
力
を
感
じ
て

裁
判
官
に
な
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。 

 

井
戸
さ
ん
は
幾
つ
も
の
原
発
裁
判
に
係
わ
り
な
が
ら
、
滋

賀
県
湖
東
地
域
で｢

原
発
を
な
く
す
自
治
体
宣
言｣

の
住
民

運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
さ
れ
て
い
る
。｢

世
論
の
確
実

な
変
化
、
こ
の
夏
原
発
稼
働
ゼ
ロ
。
全
て
の
原
発
を
廃
炉
に

追
い
込
む
ま
で
頑
張
り
、
今
そ
の
道
筋
を
作
る
正
念
場
で

す｣

。
と
結
ば
れ
た
。
胸
が
熱
く
な
っ
た
東
京
で
の
講
演
だ

っ
た
。 

 

（
尾
西
洋
子
・
非
核
石
川
の
会
常
任
世
話
人
） 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

待
機
老
人 

高
久 

晴
美 

 

老
人
の
未
来
と
い
う
言
葉
は 

な
ん
だ
か
少
し
不
思
議
な
響
だ
け
れ
ど 

老
人
と
い
う
生
き
者
に
な
る
と 

不
透
明
な
現
実
が
や
っ
て
く
る 

 

あ
ふ
れ
る
あ
ふ
れ
る
彼
等
は 

待
機
じ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
と
な
り 

番
号
を
付
け
ら
れ
て 

家
族
の
重
荷
と
な
っ
て
い
く 

 
そ
れ
で
も
小
金
の
あ
る
老
人
は
い
い
… 

入
る
場
所
を
ゲ
ッ
ト
出
来
れ
ば 

と
り
あ
え
ず
三
ヶ
月
、 

と
り
あ
え
ず
一
年
、 

命
が
つ
な
が
る
の
だ
か
ら 

 

同
じ
く
老
人
と
な
っ
た
子
供
に
頼
ら
ず 

い
や
、
ほ
ん
の
少
し
手
を
借
り
て 

沢
山
の
書
類
に
記
入
、
捺
印
を
し
て
も
ら
い 

快
適
と
な
る
（
と
、
信
じ
る
）
日
常
を
手
に
入
れ
る 

 

で
も
、
お
金
の
無
い
老
人
と
な
っ
た
ら
… 

ボ
ケ
る
事
も
、
病
気
に
な
る
事
も
、 

許
さ
れ
な
い
の
だ 

待
機
す
る
場
所
さ
え
無
い 

 

そ
こ
で
少
し 

息
子
に
ゴ
マ
を
す
っ
て
み
る
今
日
こ
の
頃
な
の
だ 

 

「
独
標
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
川 

陽
一 

「
独
標
」
は
測
量
用
語
で
「
独
立
標
高
点
」
の
略
称
で
す
。 

海
抜
を
示
す
標
石
の
置
か
れ
て
い
る
単
独
の
無
名
峰
で

あ
り
、
一
定
地
域
内
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
ポ
イ
ン
ト
の
標

高
を
測
定
す
る
際
の
基
準
と
な
る
標
（
し
る
べ
）
と
い
う
役

割
を
果
た
し
ま
す
。 

一
九
八
〇
年
、
私
た
ち
は
新
し
い
民
主
的
創
作
運
動
の
帆

を
掲
げ
、
一
人
一
人
が
自
立
へ
の
強
い
意
思
を
持
ち
、
地
域

の
創
造
運
動
の
標
と
な
れ
と
機
関
誌
名
を
「
独
標
」
と
名
付

け
ま
し
た
。 

 

あ
れ
か
ら
三
十
四
年
、
こ
の
世
界
に 

い
ま
だ
止
む
こ
と
の
な
い
差
別
、
貧
困
、
戦
争 

世
界
に
誇
る
べ
き
、
憲
法
九
条
を
持
つ
こ
の
国
が 

今
ま
た
銃
を
持
ち
、
殺
し
殺
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る 

目
の
前
の
、
ふ
く
し
ま
を
忘
れ
た
か 

足
元
の
、
希
望
を
持
て
な
い
人
た
ち
が
眼
に
入
ら
ぬ
か 

立
ち
止
ま
る
の
で
は
な
く
、
立
ち
上
が
る
の
だ 

人
々
よ
、
言
葉
を
も
て
、
こ
え
を
あ
げ
よ 

 （
編
集
部
注
）
「
独
標
」
は
八
月
三
一
日
、
野
々
市
市
交
遊
舎
で
開

か
れ
た
「
い
し
か
わ
ピ
ー
ス
９
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
展
示
部
門
に

出
展
さ
れ
た
詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
の
大
川
陽
一
さ
ん
の
作
で
す
。 
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故
清
水
正
明
医
師
の
被
爆
絵
画
シ
リ
ー
ズ
⑬ 

 

相
生
橋
八
時
十
五
分 

― 

人
が
降
る 

― 

 

八
月
六
日 

午
前
八
時
十
五
分
少
し
前 

相
生
橋
の
上
を 

一
台
の
軍
用
自
動
車
が
走
っ
て
い
た
。 

そ
の
後
か
ら
荷
馬
車
が
一
台
、 

そ
し
て
歩
道
に
は
仕
事
に
急
ぐ
人
々
が
い
た
。 

ピ
カ
・
・
・
・
ド
ン
・
・
・
・ 

一
瞬 

人
も
馬
も
車
も
橋
も
世
の
中
す
べ
て
が
青
白
い 

閃
光
の
中
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。 

そ
し
て
車
は
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
り 

馬
も
人
も
川
の
中
に
叩
き
込
ま
れ
て
い
た
。 

や
が
て
空
中
高
く
吹
き
と
ば
さ
れ
た
人
間
が 

空
か
ら
降
っ
て
来
た
。 

 

 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 
 
 
 

 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

竹
味
恭
子  

《
編
集
室
よ
り
》 

◎
二
〇
一
三
年
九
月
号
か
ら
連
載
し
て
き
た
「
故
清
水
正
明
医

師
の
被
爆
絵
画
シ
リ
ー
ズ
」
は
今
回
が
最
終
回
で
す
。
本
紙
へ

の
紹
介
を
快
く
承
諾
い
た
だ
い
た
輪
島
市
教
育
委
員
会
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
被
爆
絵
画
（
一
三
点
）
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
て
ア
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
広
め

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
会
で
は
、
核
兵
器

の
非
人
道
性
、
被
爆
の
実
相
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
次
号
以

降
も
「
被
爆
絵
画
写
真
」
シ
リ
ー
ズ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。（
か
） 

◎
市
長
選
挙
で
応
援
を
受
け
た
見
返
り
に
「
業
者
に
便
宜
を

図
る
」。
発
覚
し
た
ら
市
長
を
辞
職
。
係
わ
っ
た
議
員
は
口

を
噤
む
。
責
任
追
及
を
し
な
い
与
党
会
派
。
そ
れ
な
ら
と
再

立
候
補
を
決
め
込
む
元
市
長
。
ど
う
な
っ
て
る
ん
だ
金
沢
市

政
！
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は
金
沢
市
民
の
姿
勢
で
あ
る
。（
平
） 

 

                              

輪
島
市
教
育
委
員
会
所
蔵 

  

月 日 曜 時 行事名 場所

9 23 火・休 11:00 石川県解放戦士合祀追悼集会 金沢市卯辰山公園

戦争をさせない石川の会講演会①特定秘密保護法の問題点

②暴走する安倍政権と「知る権利」の危機

26 金 12:00 核兵器廃絶国際行動デー・署名行動 武蔵町Ｍｚａ前

26 金 17:00 核兵器廃絶国際行動デー・署名行動 ＪＲ金沢駅東口鼓門付近

10 6 月 17:00 核廃絶署名行動 ＪＲ金沢駅東口鼓門付近

9 木 12:00 核廃絶署名行動 武蔵町Ｍｚａ前

13 月・休 14:00 金沢市革新懇総会と活動交流 金沢市近江町交流プラザ

25 土 石川県平和委員会平和の旅jn信州（～26日）

26 日 10:00 石川県保険医協会　原発・いのち・みらいシリーズ講演会 金沢都ホテル

30 木 沖縄県知事選挙告示・11月16日投票

11 3 月・休 14:00 平和憲法公布68周年記念県民集会 石川県女性センター

8 土 14:00 石川県学習協主催・アベノミクスと日本資本主義 ＩＴビジネスプラザ

≪非核平和・行事予定≫

毎週金曜日　１８：３０　どいね原発アピール行動　金沢駅東口

25 木 18:30 金沢市近江町交流プラザ


